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江
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企忍者も出現。大名行列劇場も行われました。

タ
イ

ft~ヲ
10/12・13

.爺

企75キロのマグロを解体した即売会。 あっという聞に売り切れました。

時
代

叩
月
刊
μ
・
怜
自
の
両
目
、
寸
あ
っ
た
か
あ
さ
ひ
」
と

題
し
て
チ
ビ
ツ
コ
大
名
行
列
や
マ
グ
ロ
の
解
体
即
売

大
名
行
列
に
は
、

3
歳
か
ら
小
学
校
6
年
生
ま
で

の
加
入
、
が
参
加
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
武
士
や
腰

元
、
殿
様
ら
に
扮
し
商
工
会
を
目
指
し
戸
、
ゼ
リ
戸
を

出
発
。
道
中
、
ゃ
っ
こ
踊
り
、
か
披
露
さ
れ
る
と
、
沿

道
か
ら
は
大
き
な
歓
声
、が
沸
き
上
が
り
、
江
戸
時
代

4
駆
大
会
な
ど
が
開
催
。
集
ま
っ
た
大
勢
の
皆
さ
ん

は
2
日
間
に
わ
た
り
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

企射的や輸なげといったゲームコーナーもあり、参加し

た子供たちも熱中していました。

ム

ッ
プ

ス
あ
っ
た
か
あ
さ
ひ

会
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
だ
。

さ
な
が
ら
の
時
代
総
巻
、
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

日
日
に
は
、
マ
グ
ロ
一
匹
の
解
体
即
売
会
や
ミ

-司自
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佐
市
町
が
応
戸
を
上
げ
た
の
は
昭
和
瓦
十

年
。
町
内
誕
中
－一
卜
ι
？
を
記
念
し
、

ま
で
の
歩
み
を
ま
と
め
た
「
若
手
の
路
」 、」れ

が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

「 J
’ （ -":/ 

草
野
さ
ん
は
こ
の
記
念
誌
の
編
集
委
員

会
の
会
長
。
「
今
年
は
二
十
年
・の
節
円
の

年
。
何
か
後
に
残
る
も
の
を
と
号
、
ぇ
、
記

念
誌
を
作
る
こ
と
に
ら

っ
た
ん
で
す
」
と

-

ヤ
や
ま
！
ま
す
（
閣
圃
圃
圃

－
会
社
の
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い

朝
日
工
場
は
一
一
イ
カ
ワ
電
機
グ
ル

ー
プ
の
．l
r場
と
し
て
ヂ
成
二
年
・ム川

に
操
業
を
捌
始
。
現
在
、

A
V
製
品
の

ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
バ
イ
オ
ニ

ア
の
折
定
．
よ
州
場
と
な

っ
て
い
ま
す
。

コ
ン
パ
ク
ト
デ
ィ
ス
ク
や
レ
ー
ザ
ー
デ

ィ
ス
ク
な
ど
品
新
A

V
機
協
の
釧

ι

て
か
ら
完
成
品
ま
で
を
．
貫
牛
産
。

当
グ
ル
ー
プ
の
重
要
拠
点
と
な

っ
て

い
ま
す
。

・
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
な
ん
で
す
か

対
気
の
不
透
明
感
や
海
外
か
ら
の

安
価
な
製
品
な
ど
業
界
を
取
り
巻
く

環
境
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

よ

町
内
の
歩
み
を
後
世
じ

知
山
品
必
時
時
「
掌
咽
賞
品
T

の
路
」
を
発
刊

草
野
三
郎
さん

（
若
草
町

・
η
歳）

叫
し
ま
す
。

記
念
誌
は
全
三
十

一
ペ
ー
ジ
で
、

ノh
.:t:.. 

刊ー

一
一層
の
技
術
力
の
向
上
を
凶
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
従
業
け
は
と

一
九
と
な

西島優子さん（21歳下山新）
一一 朝日電子側 一一

『軒
阜
の
よ
う
に
生
き
作
しさ
と

希
望
が
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
』
と
命
名
さ
れ

®｛！］~ I 
竹5
内；

車月i
也ゃ

西
三
鴻
町
の
竹
内
洋
文
・

裕
美
さ
ん
夫
妻
の
長
男

（平
成
ア
年
5
月
旧
日
笠
）

＠＠~ 
大ゃ

あ
か
ね

上
町
の
大
和
徳
明

・
直
美

さ
ん
夫
妻
の
長
女

（
平
成
白
年
3
月
B
日
生
）

も

W
u

－－h

般
か
ら
の
忠
い
山
の
し
X
を
掲
彼
。
昭
和
五

十
年
か
ら
の
山
米
れ
や
作
世
帯
の
人
出
、

子
ど
も
の
誕
性
に
至
る
ま
で
の
午
ぃ
放
を
は

キ
ャ
ン
プ
な
ど
忠
い
出
の

写
真
ら
川
川
刷
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

じ
め
反
祭
リ
、

一山一？と

「
委
員
の
方
々
と
版
杭
を
取
り
ま
と
め
、

V
Aを
集
め
た
り
と

f
恕
以
上
の
H

十日
労
も

あ
り
ま
し
た
」
と
話
す
草
野
さ
ん
で
す
が
、

半
年
が
か
り
で
制
集
を
終
え
、

陀
”
ば
伸
文
じ
け
リ

4
H
4〆
J
f

に
こ
さ
つ
け
ま
し
た
。
町
内
令
叶
一
帯
に
配

布
し
た
と
こ
ろ
、

『大
変

皆
さ
ん
か
ら
は

『今
後
も
ぜ
ひ
発
行

読
み
や
す
か

っ
た
恥

し
て
ほ
し
い
』
と
の
戸
が
寄
せ
ら
れ
、
草

野
さ
ん
の
顔
に
ら
自
然
と
笑
み
が
、
」
ぽ
れ

ま
す
。「第
一一
号
は
二
、
三
年
後
に
発
行
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

個
人
的
な
研
究
、

俳
句
や
短
歌
、

皆
さ
ん
が
い特
段
思

っ
て

何
よ
り

心
温
ま
る
も
の
に
し
た
い
」
と
、
意
欲
を

語
る
草
野
さ
ん
。

い
る
こ
と
な
ど
幅
広
く
拘
紋
し
、

す
で
に
準
備
に
取
り
か

か
っ
て
い
ま
す
。彬

報誌：」マ

ニ
イ
カ
ワ
電
機
工
業
側

朝
日
工
場

従
業
員
数
・
・
・
・
・
・
四
十
九
人

売
上
高
：
・

一
億
七
千
万
円

っ
て

こ
の
厳
し
い
状
況
を
釆
り
切

リ
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

製
造
業
は
品
質
と
納
期
が

大
切
で
す
。
今
後
J
U
汁
嶋
本
を
忘
れ
ず
、

確
実
な
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

・
専
務
さ
ん
が
普
段
か
ら
心
が
け
て

い
る
こ
と
は

よ
り
良
い
品
質
、
よ
り
良
い
効
率
、

明
る
い
楽
し
い
職
場
を
向
社
の
モ
ッ

ト
ー
と
し
て

す
。
ま
た
、

常
に
心
が
け
て
い
ま

従
業
日
以
も
刺
日
川
の
方

も
多
く
、

地
域
社
会
の
繁
栄
に
よ
り

寄
与
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
優
秀
な
作
い
人
材
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
興
味
の
あ
る
万
は

ぜ
ひ
、
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

海
外
に
行
っ
マ
み
た
い
ν

一
院
大
を
卒
業
後
、
社
会
人
に
な
り

一一
年
目
。
現
在
は
資
材
の
注
文
や
搬

入
な
ど
を
主
に
担
当
し
て
い
ま
す
。

資
材
は
百
極
矧
以
上
も
あ
る
の
で
、

党
え
る
の
が
大
変
で
す
。
発
注
ミ
ス

を
す
る
と
生
産
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
た

り
す
る
の
で
、
神
経
を
使

っ
て
仕
事

に
当
た

っ
て
い
ま
す
。

就
職
し
て
か
ら
美
容
と
健
康
の
た

め
木
泳
や

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
始
め
た

ほ
か
、
花
嫁
修
業
を
兼
ね
て
お
花
や

料
開
も
習
っ
て
い
ま
す
。
平
日
は
習

い
事
で
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
い

っ
ぱ
い

な
ん
で
す
的
。
時
間
と
お
令
が
あ
れ

ば
海
外
旅
行
に
行

っ
て
み
た
い
で
す

、“。
結
Mm
は
一
．十
五
、
六
歳
ま
で
に
は

し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
先
の
活
。
開
制
心
の
タ
イ
プ
は
優

し
く
て
、
山
け
が
一日川く
、
尊
敬
で
き
る

人
。
ち
ょ
っ
と
欲
張
り
か
な
：
ャ

広
報
係
で
は

「ふ
れ
愛
ご

う
さ
点
』
の
各
コ
ー
ナ
ー
に

出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル

ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
出
て
み
た
い
」
『
出
し
て

あ
げ
た
い
」
人
が
お
ら
れ
れ

ば
、
広
報
係
（
岱
役
場
内
線

己
1
2）
へ
司
こ
報
を
。

-
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町長のひとりζと

21世紀の到来を目前に控え、

高齢化 ・少子化は全国的に深刻

な問題てす。その背景には女性

の社会進出による子育て、仕事

の難しさ、育児の心理的 ・肉体

的負担などがあると思ります。
生水
冷』

＝忌~
.A. OOTAMA(l5) .A. RAPTUROUS!?) f子ども自身が健やかに育つ社

会」 『子育てに喜ひや業じみを

"" 辛講名
企求実名(18)

争戸均二
作~吋~－・

活空h ・
A,＿年. ..，~， 
K胴品系り向、肺’d苦呈

~ ・ム
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N
o〉
E
M
B
E
R
＊

H
貝

持ち、安心して子どもを産み育

てることができる社会」を目指

してります。一朝一夕にできる

もの、できなりものもあります

が、最重要課題てあると受けと

め、年度内に方向を打ち出じた

日と思っております。

にわかに、国政選挙の話題が

訴をうの一一一＼＼
め .＿，， ¥ 

グ A ーや， j
。・－.♂

／〉、

〔
鼻
を
か
む
？
】
（Z
歳
児
｝

丁
〈ん

「
M
Vつ
ゃ
ん
鼻
出
た
よ
、

で
ら
っ
し
ゃ
い
」

M
E
ん
「
え
つ
け
だ
れ
の
鼻
か
む
の
つ
・」

了
〈ん

「つ－－－
e

・e
・」

川
三ん
「
鼻
か
む
の
つ
轟
か
ん
だ
ら
翁

い
で
し
ょ
、
血
が
出
る
よ
」

〔
あ
っ
、
ど
ろ
ん
こ
人
〕
（5
書ん〉

ど
ろ
ん
こ
遊
び
に
夢
中
の

S
ち
ゃ

ん
、
腕
も
す
っ
か
り
ど
ろ
ん
こ
に
な

り
ま
し
た
。

保
母

「
わ
ぁ
l
っ
、

S
ち
ゃ
ん
ど
ろ

ん
こ
人
だ
」

5
2
ん
「
ち
が
う
よ
、
わ
た
し
臼
本
人

や
よ

i
」

保
母
「
そ
う
だ
ね
、

フ
、
、

’J
ノ

ノ

〔
先
生
お
ん
ぶ
し
て
）
｛2
歳
児
）

M
Z
Z
ん「
先
生
お
ん
ぶ
し
て
ぇ」

保
母
「
何
ら
や
ん
久
き
い
か
ら
重
〈

企武光徳（14)企鈴木乃恋!?l

｛僚かS…）
「みんなのページ」は、皆さ

んでつくっていただくコーナ
ーです。渥画やイラストに限
らす、日ごろ感じているとと

や広く知らせたいこと、広報
で取り上げてほしい問題など、

皆さんからの声をお待ちして
います。

マスコミて大きく取り上げられ

てります。初めての小選挙区 ・

比例代表並立制であり、政党の組

み合わせにも関心を寄せてりる

今日このごろ。県知事選挙と同

日となり、小選挙区、比例区、最

高裁裁判官の国民審査と合わせ

4つの選挙が行われます。当日

は投票！とこ協力願ります。

職場て指示をすると、それを

不満i乙思日日にする入。淡々 と

笹田瞳

均、

ん

る
ね
』

－

M
ろ
ゃ
ん
は
し
ぶ
し
ぶ
抱
っ

こ

宮
、
れ
ま
し
た
e

M
E
ん
「
先
生
、
局
治
っ
た
ら
お
ん
ぶ

し
て
ね
」

〔
オ
ン
リ
ー
と
鬼
】
（5
歳
児
｝

1
歳
児
の

T
く
ん
が
担
任
の
保
母

の
後
ば
か
り
追
っ
か
け
て
い
ま
す
。

Y
ちゃん
「
T
く
ん
た
ら
、

先
生
J
4
ン
リ

ー
や
ね
」

n
k
く
ん
「
え
っ
先
生
っ
て
本
当
日
鬼

な
が
け

l
e
知
ら
ん
か
っ
た
」

Aねこの聖!?l

ま
し
た
。

広
報
ク
イ
ズ
⑩

〔
問
題
）

①
今
月
で
広
報
あ
さ
ひ
は
何
号
？

＠
4
9
0
ロヴ

⑮
4
9
5
号。

0
5
U勺

...カノン(15)

②
あ

っ
た
か
あ
さ
ひ
の
大
名
行
列
が

行
わ
れ
た
の
は
叩
川
の
何
回
？

＠
2
n
⑮

u
u
o
n日

③
作
川
の

一家
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に

は
何
の
花
が
植
、
え
ら
れ
て
い
る
？

＠

ハ
ー
ブ

⑮

必

O
コ
ス
モ
ス

（
応
募
方
法
）

会
は
が
き
に
答
え
の
記
号
、

住
所
、

氏
名
、
名
齢
を
書
い
て
は
月
H
H
（山

川
市
印
有
効
）

ま
で
役
場
総
務
氷
秘

書
広
報
係
（
一T
側

l
w
朝
日
町
道
下

1
1
3
3
）
へ
送

っ
て
く
だ
さ
い
。

州
選
で
1
人
に
凶
円
券
を
プ
レ
ゼ
ン

卜
し
ま
す
。
前
川
の
当
選
者
は
訂

ω

小
古
さ
ん
、
ア
ノ
マ
ロ
カ
リ
ス
さ
ん

い
ち
ご

ヨ
ー
グ
ル
ト
さ
ん
に
決
ま
り

（
位
一
店
中
辺
一
店
正
解
）

事務処理をする人。建設的意見

を述べる人などなど…。私の仕

事は、大局！と立った立場て判断

じなければなりません。右か左

か選択するため助言を求め、時

！こは大声て注意することも・・…－。

後になって反省することもあり

ますが、 u前進するためH と思

っております。
(Ir主l吠前の9月20日記）
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。
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熊
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熱
い
ラ
イ

フ
を
嵐
問
。

的
玉
県
な
ど
は

訪
れ
た
多
く
の
若
者
は
、

ジ
ャ
ズ
か
ら
ロ
ッ
ク
ま
で
川
広
い
な
け

山
山
米
を
渦
仰
人
し
ま
し
た
。
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｜
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ボ
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選
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附
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輔
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・
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H
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茶
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熱
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。
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。
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（朝日町教育委員会主催 ）

第2回あさひフレッシユテニス実歓大会
日 時 12月II.I（防午1iij9 JI寺～初心省議習

午前JO時～交歓試合

サンリーナ第2f-j>:育室

阿｜相こ作住または勤務するli
l人IOOl'J

阪l!IJとして2人ペアで。tただし男性阿 I:
Iiイ・；11f)教育委ii会スポーツ係（会内線
鈎）まで。交歓；式合のみの参加らi1f。

会場

対象

参加費

申し込み

医療の現場から

薬の副作用
薬の副作用はだれでも心配な

ものです。病気につりてはもち

ろん、薬の作用、副作用につり

て積極的に話す医師も増えてき

ました。しかし、余計に心配に

なるから聞きたくなりとねう患

者さんもまだまだ多りようです。

副作用！とは2種類があります。

個人の体質との関係が強打アレ

ルギー性の反応（抗生物隻fZよ

る発じん）と、薬本来の作用が主

目的以外の効果をあらわしてく

るもの（高血圧の薬による頭痛、

顔のほてり、せき、痛み止めによ

る胃かりょう）です。

以前に副作用らしり症状があ

った方は、あらかじめ医師に申

し出ましょう。その薬品名がわ

かつてりると、とても役iこ立ち

ます。また、副作用らし付症状

が出ると、医師に確認する前に

通院もやめてしまう方が日ます

が、その結果もとの病気が良くな

らなりことがあります。副作用が

疑わしりと思ったら積極的に薬

を出してもらった医師に相談し

ましょう。私たち薬剤師も皆さ

んの相談！と応じます。

さらに薬によって薬が効き過

ぎたり、逆に効かなくなる場合

があります。他の病院や医師に

かかって別々に薬を処方しても

らう場合は、自分の服用してり

る薬を持ってりかれる方が安心

てす。
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社会福祉
協議会だより

． 朝日町役会椙祉協融会
は、皆さんと共に地域の

福祉向上を目指す福祉団

体です。

・場所朝日町福祉セン

ター内

宮 83-0576

d~~ 仁
~~3} 与仁
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目
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験
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免
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験
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所
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朝
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付
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れ
ま
し
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。
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献
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。
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梢
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ご協力ありガとう
一赤い羽被街頭募金一

10川l日の夕刻、町内5

ヶ所で街頭募金を実施しま

した。必かげさまで70,628

円の捺令カfmまリました。
ありがとうございました。
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ブ
、
小

川
佐
川
ぷ
仁
淀
胸
、
八
日
会

－ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

－

－新
し
い
仲
間
紹
介
一

町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
へ
ζ

の
ほ
ど
、
新
し
い
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
笠
鉢
さ

れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

朝
日
町
手
話
サ
ー
ク
ル
あ
い

の
会

（
代
表
永
川
良
川
引
き
ん
）

町
社
協
が
七
依
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
議
附
（
下
山
副
総
門
会
）

で
学
習
さ
れ
た
応
や
手
話
辿
訳

川
品
川
に
関
わ
っ
て
い
る
ん
が、

縦
続
し
た
山
下
門
・的
動
を
行
い
、

叫
が
附
こ
え
な
い
ぶ
々
に
梢
似

を
似
え
る
川
川刊
に
結
び
つ
け
る

こ
と
を
け
的
と
し
て
が
成
さ
れ

ま
し
た
。

例
会
は

m
l・
お
3
K
M
川

午
後
7
時
か
ら
9
時
ま
で
柄
祉

セ
ン
タ
ー
で
引
っ
て
い
ま
す
。

人
会
ご
希
恨
の
わ刀
は、

i
m
N
代

ぷ
（
宮
山M
H
8
6
3
3）
ま
で

ご
注
総
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
身
近
な
相
談
相
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
l
タ
l

ボランティアサホiター

は、よれからボランティア

的動したい人に対し、その

人にあった前動や実際に吋出

動するにはどうしたらよい

かを身近なと‘』ろで相ぷに

応じ、的報提供や助一パを行

っていますので、お気位に

地似のサボlタlにご相淡

受理
求人職 種 年 齢 賃金 性別

車t撲場所 採用 資絡経験
番号 円 休 自 人量生 免許等

機 械絞 It
18才ー 145,000-

男
朝日町月山 不問

35才 250,000 日祝他 経験者

2 土木施エ管理 22才ー 150,000- 不問
朝日田T笹川

2 土本経工管理妓士
50才 336,000 日、月 2図土稽日 ( U＆又は2級）

3 王見k晶管I！.量産役 20才ー
200.000-

男
朝日田T，召保 高卒以上

40-t 300,000 日、第24土曜日 自動車畿通免許

4 鍛；省工、，容嬢ヱ
18::!'- 180,000-

男
朝日町月山

3 不問
50才 300,000 日守兄 溶接資格者優過

5 ブレカッ ト加工
22才 句 203,400- 9号

朝日町東草野
2 
高卒以上

35才 254,250 日干足、月 2白土曜

6 自動車祭儀土 20..Y- 161,000- 曹h
朝日町月山 自動車餐偏士資絡

25才 202,000 自彼、第2・4土噌臼 ( 2級又1:3級）

7 調理繍助及び 40：才ー 。35,750- 女 朝日町償尽 2 
不問

思決い 65才 1~5,750 その他

8 縫 軍a I 8才ー 120.000-
女
朝日町z彼僑

5 不問エ so才 125,000 目、その他

9 配送貧 I 8才 ー 車事鎗 700 不問
朝日町金山 自動車普通免S干

｛パート｝ so才 目、 a週6休

10 店長 I 8才ー 時給 650 女
朝日町宮崎 自動車普通免鈴

（パー ト｝ 50才 その他

平成8年II月介ホット求人情報5 （月｝日 チ
同ま 時 ャ
コで レ
I 11ン
ス ／1):J lジ
泊 11 し
Jl 11 て、。J)み
全かな
ff7ilら し、
LI 25ヵ、
グ） II o 

場
所

サ
ン
リ
｜
ナ

対
象

小
小
中
｛
判
例
f
で
の
参

加
ら
イ
）

購
師

怖
川
町
サ

ッ
カ
ー
協
会

参
加
料

l
、
0
0
0
川
｛保
険

合
む
）

申
込
み

日
付
8
U
糊
ま
で
伺

川
町
文
化
体
行
セ
ン
タ
ー

（8

m
H
1
8
3
8）
へ
。

－

雪
つ
り
実
習
教
室

可
つ
り
の
恭
礎
を
議
災
と
実

m
u
b』
泌
し
て
修
得
し
て
み
ま
せ

，、

．

J
A
品
M

日
時

日
川
団
川

ω、泣
日
閥
、

お
け
州
、
幻
H
附
の
4
川
コ
ー

ス

午

後

l
時
却
分
か
ら
3
時

初
分
ま
で

場
所

中
一山
眼
下
一
円
館

対
象

朝
日
町
従
住
ま
た
は
勤

務
所
を
h

利
す
る
成
人
久
性

く
だ
さ
い
。

境

前

川

邦
子
宮
白
”2
4
9
2

宮

崎

野

間
抑制
F
E
m
”0
1
9
4

符

川

深

必
久

f
zm’
1
9
4
6

泊

平

野

資

芙

宮
白”
1
3
9
o

’yqい
h
明
日

ド

q
f
l
t
E
3
）

i
l
l

－

P
川
あ
刊
ノ
下
．
ヘ
リ
L
Z
8
ft
t

2
4

市
保
谷
川
利
，
寸
古
田
”1
2
0
9

山
崎

小
品
紺
校
宮
山引
制8
0
7
O

L

へ夜
爪

介
川
ま
す
え
宮
山似
”2
7
0ー

la6m 
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"1':（＃＇＞しいニとは、’， ..公持・h蝿安定麟”日骨'll:C8Z 01目へH伺い古拘tt＜だcい

日
月
は
国
民
年
金
制
度

推
進
月
間
で
す

併
さ
ん
が
収
作
納
め
て
い
る

保
険
料
は
、
山
伐
の
お
午
後
り

の
小
川
を
山
か
な
も
の
に
す
る

と
と
も
に
、

将
米
の山市
H

さ
ん
十
刀

“
身
の
乍
泊
を
保
附
す
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
的
年
全
制
収
は
、

仲
代
か

ら
帆
代
の
安
心
を
受
け
継
い
で

い
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
年
令

を
あ
な
た
自
身
の
問
題
と
し
て

考
え
て
見
て
く
だ
さ
い
。

年金ば納めて安心もらって笑顔

11月は国民年金制度推進月間

ゆ議
-



画副司副

定
員

同
名

（先銘
打
順
｝

受
線
料

無
料

申
込
み

救
打
後
日以
会
生
涯
町
下

山
市
H
－

A
｛
含
役
場
内
線
3
2
2｝

へ。－

第
円
回
朝
日
町
美
術
展

日
時

H
M
l
円
掛
か
ら

4
u

仰

午
前
山
時
か
ら
午
後
7
時

ま
で

※
最
終
い
は
午
後
5
時

で
閉
会

会
場

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
l
ル

「ア
ゼ
リ
ア
」

部
門

絵
州、い札口、

町五
、
vr兵

同
時
開
催

美
術
展

くら しの情報室

Livi：γzg Iγzfoγ・matio引

’a，〆
d
H
S

4

阿川んあ%
．
’’

朝
日
町
小
中
学
校

－

子
育
て
相
談

川
り
さ
ん
も

一
人
で
悩
ま
ず
気
侭

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

H
月
7
日
附
午
前
9
時

初
分
か
ら
H
時
泊
分
ま
で

信明所

側
日
町
ぷ
一
怜
集
中
治
セ
ン

タ
ー
（
府
保
）

対
象
者

米
入
所
児
と
保
護
者

滑
り
台
や
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム、

絵
本
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
遊
び
場

も
あ
り
ま
す
。
品開
き
や
す
い
服

そ
う
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

品
兆
円
ゅ
の
保
行

所
へ
。

E
全
国
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
祭

m

l

・

－

i
n
と
や
ま

地
山
械
情
報
化
の
全
国
的
な
俄

進
を
凶
る
た
め
、
「金
同
マ

ル
チ

メ
デ
ィ
ア
何
ご

を
U
川
7
H
か

ら
叩
H
ま
で
の
問
、
市
山
川
で

州
似
し
ま
す
。

作川山
か
ら
幻
附
紀
に
わね
け
る

け
本
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
村
会

の
モ
デ
ル
仙怖
を
発
む
し
ま
す
。

｛地
域
情
報
サ
ミ
ッ
ト
｝

日
時

H
川

7
H
ω
午
後
l
昨

日
分
か
ら

場
所

お
山
市
町
五
術
文
化
ホ
1

1v 

1=m割引筒長吾“：Kl:lll’Ill

「
近
く
に
遊
ぴ
坊
が
な
い
」

『
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
と
a

緒

に
遊
ぶ
経
験
を
し
た
い
」

と
思

っ
て
い
る
お
同
り
さ
ん
、
お
子
さ

ん
と
遊
び
に
米
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

行
犯
に
悩
ん
で
い
る
お

お
知
ら
せ

E

H／
n
i
H
／
げ

E
「
税
を
知
る
週
間
」

川
税
一
げ
で
は、

『暮
ら
し
を

支
え
る
視
」
を
テ
l
？
に
今
年

J
U
H

川
口
白
聞
か
ら
げ
日
制
ま

で
を

「税
を
知
る
越
川
』
と
し、

A
K
川
的
な
件
相
行
引
け
を
行
い
ま

す。
川川
門
町
で
は
、
町
内
小
山下
5

年
生
め
川
巡
『
笑
顔
で
納
従
」

の
納
税
川
滋
脳
や
樹
、

川町
、
町

の
外
相
ポ
ス
タ
ー

η、
刊が
ら
し

を
文
え
る
鋭
全
資
料
の
凶
ぷ
を

り
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
お
計
約
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

日
時

日

川

口

打
開
1
口
口

ω

場

所

シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

第13回北親会
文化講演会

ニュース解説者

中村慶一郎氏

町の工事発注状況（500万円以よ）
ーこのコーナー｛ま附f入札を行ったものをm胤 ています－r弓

<H8.9. l～9.30> 

」： 'fl ~ 施1也工'*- ·;f.~此ζ Z金舟 曹｛~ A陸 :n t担当課
トtll本営線道舗装・l'Z 8 .ff. 

111 
0 林

林浴石谷・谷総括自袋［$
街｛呆
l IFJ 10.609.000 

縦JH!.l生（附
1l<i1霊t果

無・匂市街づくリ iJI~
荒川i
8 f，ド
12,463.000 

側 滋用
il:2:i諜’f滋荒川瀬戸町ト2号線i首長f;'工事 llH 工業所

臨時交付金4~li
舟川新
8年
14. 626. 000 l'i H:I il oi il•生浪目1道大家住焼却lll線改良l工区工事 llfl 

m11q皇農村環境後備事業
軍平野

8~ 10,300,00。広川 il ~ 農 林
時U;I.野線舗2主工’，， IHI 」； 業 側 水a量；軍

無守：年街づくり が~
西町他 8年 9.424.500 

側氷見
主主役漂町通幸町西町線他2路線i開雪配管工事 llJI 工 業 所

比い慎重虫農村Z買高定型在備事業
山崎
8 4' 
5, 788.600 共抑止二本側

農林
II!道1 1.J~t車線舗袋［'Ii 1111 水産課

内

容

川

公
式
、
法
訓
山州
出、

マ
ル
チ
デ
イ
ス
カ
ソ
シ
ョ
ン
な

ド』
【地
域
情
報
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
｝

日

時

日

川

8
H
陶
午
前
9
時

お
分
か
ら

場
所

新
川
文
化
ホ
l
ル

内
容

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
使

っ
た
様
々
な
催
し

ニュースにでない

テレビの表側をお来しみに

－
「
ア
ス
カ
」

－
年
末
調
整
説
明
会

場 30日 ぃ係官会次
所 分 時 。者知をの魚

｛立を ｜；｝！と i.it
必配きお税
ず布まり務
,'f•， し す fド ？＇.：·
Jff,ま 。ぷで
し す 、•·，調 ｛立

て カ‘ lI t発
くらは の今
だ 、19;1；見 午
さ関 係 JIJlも

日
月
別

uω午
後
l
時

役
場
4
附
ホ
l
ル

交通事故の無料相談
絹該日：月ー金 9:30-16:40

①専門の相談員が貌身になって栂

談に応じます

①弁護士相談日： （無料）

毎月第2・第4木噂日 13:00-16:00

・社団法人日本繍害保険協会

合（0764)32盟 2294

・11月B日樹午後7跨～
． コミュニティホール

「アゼソア』

（秋の全国火災予防運動）

『便利さに

慣れて，忘れる

火のこわさs

日
川
9
け
か
ら
日
川
ま
で
、

秋
の
ん
h
川
火
災，

r附
泌
川仰
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
火
災
が
発
供
し

や
す
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
火
災

を
起
噌
』
さ
な
い
よ
う
に
次
の
‘』

と
に
卜
分
爪
ぶ
し
て
く
ど
さ
い
。

・
ね
タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
校
げ

折
て
を
し
な
い
。

－
f
ど
も
に
は
マ

ッ
チ
や
ラ
イ

タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

－
風
の
強
い
と
き
は
、

たき火

生活必需昂価格
10月分｛毎日511拠従純代｝ 崎~円
..... 千t

平 均 f蘭 絡
JO月 Hll月比 前年開H比

す1 ゾ ，‘ ， 
112 ー 3 イi （祖トッ·~I e) 

itll tT itll 
959 ・． ー 17

裂 ｛同i'..&lRfl 

.. ... L r す1 え
3.324 - 38 + 231 ( 5 m•) 

t’ 」 ..庁 JIJ i ~ 市·•J
196 。- 58 II （中性Lt仰J600mt)

Ill 
テ tシュベ ー パー

561 rヘ。- 40 (400枚人×!ir何人｝

”” ‘’ 
トイレ ッ トペーパー

409 札イ 世 56
(/il(紙ロール4I凶申Ill

食 ，、． ン

（ ~~；品。•，，•，6 ·~ 入 リ ｝ t:q ー 。
/JU ．マ 可f ノ

， 

(150!1 I lill 
官1も ＋ 3 一 64

しょう ith
57'2 。- 149 i: <1.s eベットボトル人り｝

食
サラダ ill!

303 。- 1~2 
｛ポリ・~2ニ7制｝日人リ｝

シ ") －‘ .. IOI 。- 13 ．．．．． （むのん lI l 

i 干し
2~5 + 15 ~ (I f，、 ，7人リ｝

l句 £}g-~ 4 -157 （中l勾b{,I(附日） ． 

豚 ｜勾 ~ μ 2 ー 3 ｛’，， 1勾｛， {, 100 SI) 

i(l Jiff 
188 ー 77 - 26 

~f ( Lサイズ（Of品
ね
,,. 
190 ー 17 - 26 U~i品 。＇，，＇， l kg) 

食 (;f it 、、 し t 
rn!i曲川lkg) 293 - 44 - 66 

キ ベ－ ，、 ．、，

／？？キ,•,,•, （ ・』~iJ!j ，＇，山 I kg) - 51 

人 参 ~~n'o - 78 -269 (i!f idi ，＇山l~g) 
入場無料多数のご来場を

11月9日は119番の日
一一火事と救急は119番へ一一
118番へかけるときは
① 火事力、救急かを伝える。

＠ 場所、番地、目標となる建物を伝える。

③ けが人の有無など状況を手短に。

※ 火事等の問い合わせは一般電話（n83-0009）ヘ。

を
し
な
い
。

・
天
ぷ
ら
を
掲
げ
る
と
き
は
そ

の
場
を
は
な
れ
な
い。

・
米
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
山
か
な
い
。

－
ふ
ろ
の
均し
だ
き
を
し
な
い
。

．
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い

む
の
を
近
づ
け
な
い
。

な
お
、
期
間
中
は
午
前
7
時

と
午
後
9
時
め
2
阿
、
サ
イ
レ

ン
を
吹
吻
し
ま
す
。

｛弘
司u
消
防
団
秋
季
演
習
｝

U
H
3
H
川
に
消
防
川
秋
宗

一M
mが
行
わ
れ
ま
す
．

中

1
H
は
午
前
7
時
に
町
内
全

域
で
サ
イ
レ

ン
が
欧州
切
さ
れ
る

ほ
か
、
消
防
巾
に
よ
る
町
内
巡

川
も
り
わ
れ
ま
す
か
ら
、
火
災

と
附
述
わ
な
い
よ
う
に
ご
注
立

く
だ
さ
い
。

ま
た
、

a

部
地
域
で
飲
水
訓

練
J
U
’
り
わ
れ
ま
す
。
問
辺
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
ね
願
い
し
ま

す
。

育段を目指して
憎持！il5へ 引 有二重目

• 4'. 

有 3つヒ鳳扇
段 分 て ン先日

宅~..ま名
al : .人
ず 9

2 サ 手掛
分 が ま ま2
1品 •J で 昌

内 を 正
で 打 樹

鑑週・

本
箱

朝
日
町
立
中
央
図
魯
館

（
宮
田

H
0
5
7
4）

新
し
い
本

二
般
書
）

神
の
刻
印
（
上
下）
G
－
ハ
ン
コ

ッ
ク

聞
に
山
え
た
は
は
人
グ
リ
コ

・

綴
永
が
件
の
点
制

．
叫M
h
x
m哨

「妃
の
阪
山
下
」
へ
の
U
刈
柳

H
苅
児

教
科
芹
が
教
え
な
い
歴
火

崎順
附
信
勝
他

一い片品川
U

川
一氷
山崎

市
・4
陥
他

脳
内

rx叩
2

作
山
必
雌

E
Q

D
・
ゴ
1
ル
マ
ン

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク

・
チ
ル
ド
レ
ン

ル
耐
ア
サ

佼
沢
貧
乏
の
マ
リ
ア
川
ょ
う
‘」

（小
説
）

ク
レ
オ
バ

ト
ラ
（
ト
下）

宮
尾
尚
昆
美
子

波
王
の
秋

北

－

h
謙
二
一

み
ど
り
の
光
附
」
小
川
胤
九
八
郎

よ昼
、
け
今
‘
，a
守
＠

た
’A

傾
瀬
川

拙

椅

祁

川

小

川
N
樹

た
だ
去
る
が
如
く

芯H
納
諒

．

小
説
石
同
一ぺ
成

度
門
冬
一
．

凶
書
館
答
集

S
・
キ
ン
グ

が

む
令

必
ル川町岬
J
H
件

山

部
み
ゆ
き

蛇
を
断
む

川
k
弘
主

〈〉
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

『若
阜
の
凶附
』
作
市
町
町
内
会

本
の
紹
介

C司

恋
す
る
藤犯
原罪

智

［美

小
制叫
ん家
の
「
わ
た
し
」
は
あ

る
人
物
か
ら
、
渋
谷
岡
脳
ほ
町

で
別
年
代
に
起
き
た
犯
却
を
む

と
に
川
を
代日
く
よ
う
に
と
、
ス

ク
ラ

ッ
プ
な
ど
の
膨
大
な
資
料

と
梢
訟
な
手
が
き
の
地
凶
を
波

さ
れ
る
。
事
件
の
検
証
を
進
め

る

「わ
た
し
」
は
い
つ
し
か、

都
市
の

一
向
に
姿
を
あ
・
匂
わ
し

た
犯
罪
宅
問
に
u泌
を
踏
み
入
れ

て
い
く
。

亙亙函． 
10グ〉 ヒ
分 駒 ン
で か ト
ニ ・：出

四~ ~ 題
.n. 7 (;I‘ 
宍モ ~ii 
初 役

七号 ~ ;jt 
持 . F. ++ 
八駒 1~ 1i 

は 目
九番 ど 男

一一
－ 
-

2 

11~ ~ 

司シ 組4
－添 ヨ:!ff 

歩

~ ！！.~ 

3 4 5 6 
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健康ィンフがーシヨン

愛
の
献
血

ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
広
い
ま
し
た
。

協
力
者
名
（
9
月
実
施
分
、

会
印
は
綱
川
、
※
印
は
成
分
、

そ
の
他
は
瑚
J
m
献
山肌行）

境
地
区
ル
小
品
ま
ど
か

泊
地

区
会
阿
部
行
犬
、
会
新
田
鋭
、

会
佐
波
治
、

カ
長
谷
川
達
也
、

A
H
大
谷
治

，
、
合
間
片
山
ぶ
略
、

仏
川
…
巾
麻
希
子
、
米
山
口
帯
、
大

蔵
多
忠
一チ
、
竹
内
恭
チ
、
総
本

武

志

五

箇
庄
地
区
会
宵
江
敏

刷、

A
M
篠
山
森
下
、

合
大
久
保

総
靴
、

ムM
令
介
巾
H
A句、

A
H
ルれ
泌

太、
A
H
岡
山
彰
、
※
古
汁
秀
樹
、

※
永
弁
亜
紀
子
、
※
柳
原
総
代
、

※
柳
原
保
子

南
保
地
区
食
品仙

⑧⑧⑥⑨⑦⑧⑮⑧ 
田
誠
、
※
南
部
秀
美
、
※
｛十聞

方
附
、
谷
川
知
H

待

山
崎
地
区

友
述
雌

f

大
家
庄
地
区
※
ハ
リ
川

島
ぷ
泌
ル
、
水
μ
川
俊
子
、
青
木

大
惜
（
以
上
初
名
）

’

ア
レ
ル
ギ
ー
・
ア
ト
ピ
l
性

E
摸
患
相
談
会

fどもを持つお川りさんの

行児不安の附とるってい

るアトピl性皮肺炎を中心

11月の各種相談
①時間 ロ会場 〈相談は無料〉

5日 心配ごと相談

（火） 。13:00～16:00 ロ福初lセンター
12日 心配ごと相談・家庭児童相談

（火） 。13:00～16:00 ロ福祉センター
13日 社会保険出張相談

（水） 。10:00-15: 00 口役場会議主
18日 裁判所出張調停相談

（月） 。9:30～16:00 ロ稿祉センター
19日

心配ごと相談・行政相談

人権相談・税務相談
（火） 。13:00～16:00 ロ福祉センター

心配ごと相談

26日 。13:00～16:00 口偏社センター
（火） 交通事故相談所巡回相談。io:oo～is:oo白黒部山福祉センター
27日 社会保険出張相談

（水） (5) 10: 00～15:00 ロ役場会議室

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

安め

違Z
保万a
健紀e
婦子ニ

世
の
中
J
U
時
代
が
変
わ
る
に
つ

れ
て
、
は
や
る
病
気
も
変
わ

っ

て
き
た
ち
の
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
今
月
の
テ
！
？
は
結

絞
。
北
目
は
悶
民
病
と
ま
で
品一一
日わ

れ
て
恐
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
昔
に
比
べ
て
結
核
に
か

か
る
人
は
激
減
し
て
い
ま
す
が
、

決
し
て

「過
去
の
病
気
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
で
も
、
日
本

全
体
で

1
年
間
に
4
万
5
千
も

の
人
が
結
絞
に
か
か

っ
て
い
る

の
で
す
。
判
け
町
で
も
年
間
同

人
前
後
の
人
が
新
た
に
か
か

っ

て
お
り
、
他
市
町
村
と
比
べ
る

古
く
て
新
し
い
病
気

砂
結
核
H

少
q

今
年
は
病
原
性
大
腸
附
O
｜

1
5
7
が
後
肢
を
振
る
い
、
私

た
ち
の
生
活
を
拘
か
し
ま
し
た
。

r大屋浜の乗船場』

北陸線がまだ開通し

ていないころ、新潟や

長野 ・東京などへ出る

ときは大屋浜から汽船

に乗って直江津に上陸

し、 そこから汽車に乗

って行ったもので、大

屋浜は定期便の発着場

となっていたc

（明治末期）

一 「写真で見る掛田町のう

つつかわりJょっ

と
し
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
忠
相

談
会
を
附
催
し
ま
す
。

日
時
・
内
容
＠
日
川
お

u榊
午

後
l
時
却
分
か
ら
3
昨
日
分
ま

で
「
皮
品
川
疾
必
と
ア
ト
ピ
l
」

＠
は
月

5
日
附
午
後
1
時
か
ら

3
時
初
分

「
ア
卜
ピ
l
性
皮

ド
肺
炎
つ
て
な
あ
に
」

会
場

剛
山
部
保
健
所

※
両
日
と
も
個
別
相
談
を
行
い

ま
す
。
（
安
予
約
）

申
込
み

・
問
い
合
わ
せ
川
渋
滞

保
健
所
（宮
臼
リ
1
2
2
4
）へ
。

－

無
料
調
停
相
談

日時日川1日働午前叩時

から午後4時まで

場所魚市サンプラザ3階

スタジオ広場

相談内容金銭や士地・建

物などの貸借の紛争、家庭

内の紛争、相続の川組など。

相談は無料です。

水田園

利地 民定f建資

益震産
税険税
税（

妄害警
期 一期期
））  

と高い割人いとなっています。

ぷ絞に対する附心が低く

なっている現在、長引くセ

キや微熱があっても単なる

カゼと思い込むと受診の返

れにつながる恐れがあリま

す。

結絞もまた、早期発見・

却期治療が大切です。Mに
タコの活かもしれませんが、

年に一度は胸部レントゲン

検診を受けましょう。また、

愛する我がfを守るBCG
JT防燦種もお忘れなく。

~:t:i: ま長 名 n 日
メコ台宗、 場

（対象者 等 ） 受付時間

住民健診 11} J 14日（ね
保健センター

（会111rの未受診者） 。9:30～11:30 
胃・子宮・乳がん検診 ll}l 10日（日）

保健センター
（会町） 。g:30～9:30
心の健康相談

1l JJ l 1日・18~I 「約需… いずれも（月） 黒部保健所
けもします。（ft52-1224l 。13:00～14:00
ちはう性~人の受付らしますユ

機能訓練 11Jll9Fl(:kl 
f！制定センター

（脳卒中後遺症者） 。13:00～13:30
子育て教室

llJJ 20日（水）
（~t:f&l -2-/J' H (J)坊ちゃんi。13:30～13:40 保健センター
とおかあさん ※ 

3か月児健診・脱臼検診 11H26日ω あさひ総合病院

(8年8JJ'I:：まれ ※） 。13:00～13:30整形外科
4・5か月児健診 1lJJ19円ω

保健センター
(8年6JJ'Ltれ ※） 。9:30～io:oo
1歳児健診 12J J 3 1:1伏）

保健センター
(7if'.10、1lJ I生まれ※） 。9:30～io:oo
1歳6か月児健診 11JJ28日附

保健センター
(7年4、5J-J'I：まれ ※） 。13:00～14:00
育児相談 11JJ20日（水）

保健センター
（相談希望者 ※） 。9:30-11:30 
ツベルクリン反応検査 11月61:1（水）

保健センター
(8王子2Jl～5丹生まれ ※） 。13:15～14:30
BC G接種

11} J 8円樹［川611にソベルクりン） ①13:15～14:30 保健センター
反l必検.tiを受けた人 ※ 

※母子手帳持参

⑨健康体練教室及び健康相談（いずれも希望者）は、 11月 l目、8日、 IS目、 22目、29
目、 12月6臼（いずれも金書韓日）午前9時30介から保健セン？ーで、老人得祉センタ
ーでの健康相談はII月5目、 12日、 19目、 26目、 12月3日（いずれも火曜日）午後 l
時30分から、 11 月 20 日 ｛水縫目）は基総集~センターでも行っています。
⑥栄養相訟は第2金曜臼午前98寺30分力、ら保健センターで行っています。

交通事故発生状況調
9月末現在 （ ）内は前年同月比

人身事故
物績司E放

件~~ 死者 傷者

入著書E察署 133 145 431 
管 内 (159) ( 3) (167) (358) 

朝日町
51 56 133 
( 49) （日） ( 54) 035) 

休日救急診療当番医 務鵠～午後日

11月3回目 橘 医 院 古田一日791
11月4日伺） 寺崎医院 ~82-1118 

11月lO日臼） 中川医院 官82-0120
11月17日日） 坂東病院 ft83-2299 
11月23日比） 松倉医院 合82-0051
11月24日（日） 丸川病院 古田－3391

ガソリンスタンド休日当番店

11月3日（日 小川石油 IH83-3033 
11月4日伺） 全店営業

11月lO日日） 浜岡商店 IH82-0578 
11月17日（日） 中央農協 ｜包83-1135
11月23日出 全店営業

11月24日（日） 朝日石油 IH82-0661 

詰
碁
と
詰
将
慣
の
解
答

〈結碁正解〉まず•t.\ Iとサガリを打っ
てI主的合い状態にしてやlきを増やすの
がIll＇~援で．続＜!'J 3向島F干と関連して
'I.¥ 7 までンポリ をUtめて？畦 9 で’1：~ .

〈結将棋疋解＞ 2 l'~ f号、 1• •1 I'.. 31叫馬、
I i到I'..I ．銀成、同香‘ l li.JJ≪. ,,;j 

:Ji.、2Ji.吟まで 9 手，t.~拘．
〈解鋭＞ 3附あといきたい形ですが、
2ぺ＇＇・と鋭を取られるとぷみません．
2与をtil特にしてからの31叫，！.＇！， tJ勺長解て’
す.5千日のIL銀成が’主戦ft'J{;: 4f r-. 
r.;H.＂・ら l ・Ii¥成まで．

lliill¥!l!il：！ページ）

鋸周第2・第4土磯田は外来休診（試行〉です。
急患は夜間・休日を問わず、24時間いつでも受付します。 ttB3-1160あさひ総合病院診療白／日曜日 ・祝日 診療時間／午前フ時一午後11時

所在地／黒部市消防署向側 ~54-0731新川地区休日夜間急患医療センター-



あなだの回りの身近な話題を待っています （合83－竹00内線212）ヘ。

これかSもお元気で
一 高橋の高島やよぎんが白寿に ー

高
般
の
出
向
や
よ
さ
ん
が
ん
卜
九

議
の

h
Mを
迎
え
ま
し
た
。

町
で
は
、

こ
れ
を
お
悦
い
し
て
九
川－

一十
六
日
、

魚
津
町
長
ら
が
悦
い
状
な
ど
記
念
品

を
贈
り
ま
し
た
。

福
島
さ
ん
は
明
治
三
十
年
の
伶
ま

れ
。
足
腰
が
弱
い
ほ
か
は
い
た

っ
て

健
康
で
、
新
聞
を
読
む
の
を
日
深
に

し
て
い
ま
す
。

町
長
が
「ま
た
来
年
、

育
議
の
お
祝
い
に
ま
い
り
ま
す
」
と

戸
を
か
け
る
と
「
あ
り
が
と
う
」
と

笑
顔
で
応
え
て
い
ま
し
た
。

町

の
特
高
口
問
、
サ
ワ
シ
柿
の
収

機
が
九
月
二
卜
円
か
ら
始
ま
リ
、
市

川
附
柿
川
比
例
制
A
N
の
皆
さ
ん
が
出
荷
作

業
に
柏
を
出
し
て
い
ま
す
。

小
更
と
越
の
農
家
約
四
十
軒
が
転

作
田
お
よ
そ
五

P
を
利
朗
し
渋
柿
を

栽
情
。
今
年
か
ら
炭
椴
ガ
ス
脱
渋
装

慌
を
新
た
に
導
入
し
、
渋
み
を
抜
く

作
業
も
一一．

H
問
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
選
別
機
で
五
段
階
に
分

け
新
品
め
。
『
あ
さ
ひ
柿
」
と
し
て
県

内
の
山
州
場
に
初
山
仰
さ
れ
ま
し
た
。

広報係では，& Topics News 

崎

凶三iifi町

；背 I~ lllT 

桜 ー凶円

組ケ』王

辻岩 崎

小 在池

平柳1じま．

宮来JJ~（次｝

九県紗也奇（火）

絵必｛次）

~l' 1-. 』i梨~（次）

川｛む（9})

イ｛紗（火）

f守也（!Jj) 

J令来（f,() 

工l総

i西j十

加藤

i尺l封

：津川

高間

舟 JII新制民（f,() 加必

楽しく画面とにらめっこ一 笹川の三事グリーンランドでコスモス園祭り

コスモスと踊りの競演
野F 指I己ほのか（火）

ー 「あぎひナイスシニア教室」でパソコン講座 ー

パ
ソ
コ
ン
を
決
し
も
う
と
六
十
議

以
L
L
を
川
総
に
し
た
「
あ
さ
ひ
ナ
イ

ス
シ
ニ
ア
教
主
」
が
九
川
・．
ト
ぃハ
川
、

さ
み
さ
と
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ナ
イ
ス
シ
ニ
ア
教
室
は
、
よ
り
光

実
し
た
人
生
を
送
っ
て
も
ら
お
う
と

じ
月
に
開
講
。
ゲ
ー
ト
ボ
l
ル
や
カ

ラ
オ
ケ
な
ど
ぺ
十
論
出
で
ト
一一
川
ま

で
聞
か
れ
、
受
講
生
の
平
均
年
齢
は

六
十
八
歳
。

教
室
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
は

初
め
て
と
い
う
e

－十
九
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
・
一
年
・一
組
の
中
佐
が
満
州

役
と
な
り
、
お
年
寄
り
の
枠
さ
ん
に

マ
ウ
ス
の
使
い
方
を
籾
切
に
指
持
。

州
州
上
で
絵
を
拙
い
た
り
、

－一
時
川

近
く
裂
し
く
い
州
耐
と
に
ら
め

っ
こ

m

を
し
ま
し
た
。

符

川

の
で
準
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
内

広
場
で
ト
川
ト
：一
日
、
コ
ス
モ
ス
州

然
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ス
モ
ス
が
満
開
と
な

っ
て
い
る

の
は
こ
峯
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
斜
而

約

－
M
G
。
科
川
に

．
つ
れ
世
に
な

る
よ
う
な
場
所
を
作
ろ
う
と
、

地
慌

が
今
年
初
め
て
植
え
た
も
の
で
、
そ

の
数
お
よ
そ
が
万
本
。
ピ

ン
ク
や
’
け

の
コ
ス
モ
ス
が
咲
き
均

っ
て

い
ま

す
。祭

り
で
は
、
財
人
会
や
侠
川
川
凶
行

所
同
川
ん
の
制
リ
や
郷

k
丘
地
『
か
べ

ぬ
り
削
」
な
ど
が
次
々
に
批
小
山
。
お

川竹
．に
は
地
似
の
れ
物
判
哩
で
、
ク
ズ

で
と
ろ
み
を
つ
け
た
ク
ズ
マ

ス
什
も

版
光
さ
札
ま
し
た
。

訪
れ
た
大
勢
の
押
さ
ん
は
、
コ
ス

モ
ス
を
眺
め
な
が
ら
、
山
川
恥
し
く
秋
の

．
日
を
満
唄
し
ま
し
た
。

秋
の
昧
党
を
初
出
荷

ー
命
保
地
区
で
ザ
ワ
シ
持
収
穣
｜

振
り
返
れ
ば
五
十
年

｜
企

怖
を
祝
う
成
訴
の
集
い
｜

金
Mmを
祝
う
感
謝
の
集
い
が
十
月

卜
八
円
、
役
場
凶
階
大
ホ

1
ル
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
中
に
結
時
五
卜
年
を
迎
え

る
ご
犬
い
仰
山
十
じ
机
の
う
ち
一一
－
六
組

が
出
席
。

町
長
か
ら
蛭
谷
和
紙
を
使

っ
た
祝
い
状
と
赤
川
焼
き
の
夫
帰
湯

飲
み
茶
碗
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

会
川
町
カ

y
プ
ル
の
特
さ
ん
は
パ
タ

パ
タ
茶
を
飲
み
、
保
有
川
州
川
ん
に
よ
る

制
り
を
観
賞
。
に
こ
や
か
に
下
世
紀

を
振
り
返

っ
て
い
ま
し
た
。

祖
父
宙
と
ふ
れ
あ
い
新
米
昧
わ
う

｜
｜

久
家
庄
小
で
ふ
れ
あ
い
収
穫
祭

i
！

大
家
庄
小
学
校
で
十
月
ト
八
白
、

旧
父
母
を
招
い
て
ふ
れ
あ
い
収
機
祭

話盗7
入斧 IQf

士Q

間三浦111r

笛 ILi Ill 
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舟 JII新
新潟県糸魚川市

会

3人bl誕生
おめでとうございます

；青 ＊IBJ 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
収
蹄
叫
ん
於
は
同
校
め
伝
統
行
事

で
、
約
川
十
人
の
削
父
り

が
参
加
。
＼
時
間
け
の
佼

業
を
見
学
し
た
後
、
背
さ

ん
は
議
吹
に
能
ま
り
、
外

山下
作
に
よ
る
刷
や
遊
戯
な

ど
の
川
し
物
を
蹴
世
し
ま

し
た
。
ま
た
、
お
川竹
．に
は
見
慣

ら
が
学
校
川
で
、
川

Mmえ

か
ら
稲
刈
り
ま
で
し
た
お

食米
。を

五
tJ 

飯

し
て
ノ弘、
:z;ミ

新
米
に
斤
以
を
れ
ち
な

が
ら
、

楽
し
い

一
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。
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i
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i
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ご
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板
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星
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8
げ
日
時
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平

一
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ω

i
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H

↑
・

川
し
て
い
る
れ
い
装
米
の
ド
に
y
r
る
…

ト
し

紅
の
爪
ね
が
効
果
的
に
拙
か
れ

－
M
M
m

雄
び
や
か
な
州
耐
と
な

っ
て
い
る
。
一

同

他
の
作
品
の
中
で
も
瓦
安
の
和
服
の
…

作
品
が
際

hu
っ
。
U
A
の
織
物
か
ら
・
…

際
白
い
肌
が
透
け
て
見
え
る
艶
や
か
一

さ
は
洗
練
さ
れ
た
京
都
人
な
ら
で
は
一

の
ぷ
呪
と

2
え
よ
う
。
京
都
独
自
の
…

は
ん
な
り
と
パ
う
形
脊
が
あ
る
が
、

…

見
し
さ
や
上
品
さ
に
加
え
唱
が
あ
る
…

こ
と
を
指
す
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
は
叩

ん
な
り
が
見
事
に
ぷ
引
さ
札
て
い
る
。
…

紅
怖
と
れ
怖
が
花
を
は
、
」
ろ
ば
せ

る
ド
で
、
幼
少
の
汗
原
道
点
公
が
曜

と
紙
を
持
っ
て
た
た
ず
む
。
ふ
く
よ

か
な
削
ぷ
し
、
き
り
り
と
し
た

H
ぶ

し
に
健
や
か
で
、
し
か
も
よ
く
学
ん

で
成
長
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
作
家
は
、

U
本
曲
家
桜
訂
以
一

光
が
中
I
地
に
間
伐
し
た
作
品
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。
．
大
川仰胤怖
い
仰
は
、
北
限
地

万
独
特
の
風
刊
で
、
地
元
の
人
に
必

わ
れ
て
揃
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
数
は
、
数
十
点
に
も
及
ぷ
と
・一パ

わ
れ
て
い
る
。

こ
の
作
家
は
生
粋
の
京
都

っ
子
、

泊
中
の
雫
気
を
作
分
に
服

っ
て
行
っ

た
け
本
州
家
で
あ
る
。
盟
問
な
以
郁

の
風
上
を
品
川
公
に
一
人
両
を
揃
い
て

き
た
。
こ
の
作
品
で
も
、
道
真
が
将

特
別企画

板
倉
星
光
展

l
筆
麗
な
美
人
画
の
世
界
｜

日
月
川
田
固
ま
で

一
般
6
0
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小
中
高
1
0
0円

ハロ メイアイスピークトワーみ5こ プリーZ

@ Hello. May I speak凶 Michikoplease. 
もしもし。 みちこさんいらっしゃいますか。

メイアイノー フーイズコーリンク

⑪ May J know who is calling? 
どちら憾でしょうか。

A 'Tィスイズツツアシューム スピ拍手ンク

@Oh, this is Lぬ Shumspea凶 g.
あ一、シユームリリアです。

アイア心ソリー シーイズアつト

9> I am sorry, she is out. 
すいません。今出かけました。

フJ/.:Iー ライクトウソーフ アメJ包シ

Would you like to leave a me詰age?
伺か伝えますか。

ノザンキュー アイルコールパyクレイター

@ No thank you. I'll call back later. 
けっこうです。 また電話します。

トライアゲインアラつンド 耳クロノク

S Try again around 5 o'clock. 
5時ごろ連絡してください。
ザンクス ベリーマッチ

@ Thanks very much. 
ありがとうございます。

(Hellol WW~ですi

生茎
メ』、

アメリカの感謝祭はlI J-jの第4木雌Hの祝日で、そ

の年の幸運を感謝する日 です。感謝祭は1621年に清教

徒たちの！日｝で始まりました。イギリスからアメリカに

波った清教徒たちは厳しい冬を越し、盟かな収穫を得

ることができました。新天地アメリカで生き延び、自

由を味わえることに感謝しました。当時の感謝祭は3

日間就き、生活を助けてくれたインディアンたちと一

緒に釘’生のヒ面鳥や鹿の肉を食べました。

今日、多くのアメリカ人は家族そろって盛大なディ

ナーでこの日を祝います。学校や全社はこの日と翌日

が休みで、週末と合わせて 4辿休になります。このこ

ろから lか月後のクリスマスに向け貨物シーズンが始

まり、町はにぎやかになります。

謝感

V

「
あ
ん
た
が
行
か
ん
に
ゃ
、

が
行
く
が
い
ね
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
で
始
ま
っ
た
今
回
の
衆
議
院
諦
以
総

滋
以
下
。
叫
知
事
選
惨
も
重
な
り
ダ
ブ

ル
選
挙
と
な
っ
た
。

朝
日
町
の
投
泉

市平は

η
・
打
バ

1
セ
ン
ト
。
前
回
を

下
回
っ
た
も
の
の
、
富
山
二
区
投
票

区
の
中
で
は
三
帯
同
に
市
い
数
宇
だ

っ
た
。

A
K
州
で
は
州
訓
近
く
の
人
が

乗
綿
し
、
史
ヒ
川以
低
の
投
浜
市
。
同

民
の
政
治
陥
れ
が
ま
す
ま
す
進
ん
で

い
る
マ

「
政
治
に
興
味
が
な
い
」
『
だ

れ
が
な
っ
て
も
．
紺
」
と
の
報
道
が

選
挙
の
た
び
に
さ
れ
て
い
る
。
特
に

若
者
の
政
治
へ
の
関
心
は
非
常
に

低
い
。

惟
か
に
、
選
挙
に
行
か
な
い

の
も
権
利
、
と
与
え
る
人
も
い
る
か

も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
ん
な
人
は

政
治
に
r
小
川
州
を
日
う
梢
利
む
な
い
は

ず
で
あ
る
V
幻
険
紀
ま
で
伐
リ
わ
ず

か
。
い
ず
れ
、
政
治
に
無
関
心
の
世

代
が
中
心
と
な
る
世
の
中
が
米
る
。

そ
の
時
、
日
本
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
－
b

政
治
と
は
、
選
挙
と

は
。
そ
の
祇
要
性
を
改
め
て
与
え

て
み
る
必
．
決
が
あ
る
と
思
う
。

ん
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

.. ・)I立前月比

だ
れ

計 17.220 （ー17）世帯数 5.178（ー 3)ll8.JO.llJl.(t( 
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〔町の人口〕男 8.079(-14）女 9.141（ー 3)


